
  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ながい夏休み！ 

「あまり 本を よまないなあ。」                    

そんなひとは、読書感想文の本のほかに  

もう１冊 本をよんでみる  いいきかい。 

「本だいすき。」 そんなひとは、 

１冊でも 多く本をよむ いいきかい。 

みなさん、夏休みにあと “ もう１冊 ” 本をよんでみませんか。 

すてきな本に であえたことは、  

きっと 夏休みの いい思い出に なるかもしれません。 

このブックリストでは、さいきん出た おすすめの本を       

しょうかいしています。 

2015夏 

もう１冊 

 

このブックリストは、出版社の許可を得て、表紙を掲載しております。 

２０１５年７月   

発行 ： 宮崎県立図書館こどもしつ  電話（０９８５）２９－２５９６ 

 

『ハングリーゴーストとぼくらの夏』 
長江優子／著 山田博之／画 講談社 2014 

父親の転勤
てんきん

でシンガポールにやってきた朝芽（はじめ）は、植物

園でふしぎな体験をします。そこで出会ったのは１９４５年の８

月を生きる、植物
しょくぶつ

園
えん

の関係者たち。植物や戦争中の日本とシンガ

ポールの歴史
れ き し

もわかる一冊です。 

『ガマ 遺品
い ひ ん

たちが物語る沖縄戦
お き な わ せ ん

』 
豊田正義／著 講談社 2014 

沖縄にそんざいする数多くのガマ（壕
ご う

）と呼ばれる洞
ど う

くつ。そこ

からは、遺骨
い こ つ

のほかに学用品や日用品もほり出されます。ガマの

なかで、ばくだんやどくガスでいのちをおとした人々の存在を、

「すずり」「めざまし時計」「アルバム」をとおして えがきます。 

『机の上の仙人－机上
き じ ょ う

庵
あ ん

志
し

異
い

－』 
佐藤さとる／著  ゴブリン書房 2014 

机の上に住みついている机上
きじょう

庵
あん

先生
せんせい

。二寸
に す ん

（６センチ）ほどしか

ない小さな仙人です。先生の摩訶不思議
ま か ふ し ぎ

な話にひきこまれていき

ます。『だれも知らない小さな国』の作家が、中国のお話をもと

に書いたファンタジーです。 

『ペンダーウィックの四姉妹 夏の魔法』 

ジーン・バーズオール／著 代田亜香子／訳 小峰書店 2014 

ペンダーウィック家の四姉妹
し ま い

は、大きなおやしきの、庭の中にあ

るコテージで、夏休みを過ごすことになりました。それぞれに性

格のちがう４姉妹は、この特別な時間に、ぼうけんやあこがれな

どさまざまなことを経験
けいけん

します。忘れられない夏の物語です。 

『カッチン』 
いずみたかひろ／作 津田櫓冬／絵 小峰書店 2014 

1959年、神戸。カッチンのまわりには、仲良しの俊介
しゅんすけ

にユージ、

野球が上手な龍
りゅう

成
せい

、いつも優
やさ

しいきっさてんのおじさんのヤッ

サンやみんながいます。カッチンはこの街とみんなが大好きで

す。はなれてもまた、どこかで会えるようなきがします。心が温

かくなる物語です。 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
『七夕の月』 

佐々木ひとみ／作 小泉るみ子／絵 ポプラ社 2014 

仙台に引っ越してきたばかりの晴海
は る み

（ぼく）は、おばあちゃんか

ら「まぼろしの七夕かざり」の話を聞いて、杉野と一緒に見つけ

ることにしました。仙台の七夕まつりを舞台
ぶ た い

に友情と、大切に受

け継
つ

がれていく“まつり”のおはなしです。 

『ユッキーとともに』 
最上一平／作 陣崎草子／絵 佼成出版 2014 

岳
たけ

志
し

はかっていた犬のユッキーがなくなって、とても後悔
こうかい

してい

ました。もっと、食パンをあげたり、ボール遊びをしたり、どん

なにユッキーのことが好きだったか伝えておけばよかったと。 

夏休み、ユッキーのために岳志はあることをおもいつきました。 

『あの日とおなじ空』 
安田夏菜／著 藤本四郎／絵 文研出版 2014 

夏休み、小３のダイキは、小６の兄ナオキと沖縄
おきなわ

のひいばあちゃ

んのところにやってきました。沖縄の家々や食べ物などワクワク

することばかり。そんな中、マジムン（まもの）のキジムナーが

あらわれ、ひいばあちゃんの戦争体験を知ることになります。 

 

『イヤムシずかん』 
盛口満／文と絵 ハッピーオウル社 2014 

ムシがすきな人もイヤ（にがて）な人も たのしみながらよむこ

とができる本です。どうしてそんなすがたをしているのか？クイ

ズをしながら かんがえてみましょう！ 

『おせっかいゆうれいアツシさん』 
中宮洋子／作 倫子／絵 国土社 2014 

あしたの夜は「きもだめし会」。こわがりのショータは、だいす

きなあいちゃんにいいところをみせようと、お寺にコースをたし

かめにいきました。すると、とつぜんゆうれいがあらわれました。

それは、人にやさしくするのが生きがいの、おせっかいゆうれい

でした。 

『カイコ図鑑
ず か ん

』 
横山岳／監修 国土社編集部／編集 国土社 2014 

「カイコ」ってなに？というところから、育
そだ

てかた、歴史
れ き し

までわ

かりやすく説明
せつめい

されています。これできみもカイコ
か い こ

博士
は か せ

になれる

かも･
・

･
・

･
・

。写真
しゃしん

や図
ず

が多く
お お く

使われている図鑑です。 

 
『ひまり 2.3ミリの夏』 

大野圭子／作 古味正康／絵 文研出版 2014 

ひまりといとこの修馬
しゅうま

が、おじいさんのマンションで、とつぜん

ベランダごしに、ゴミのポリ袋が落ちるのを見ます。ベランダに

飛び出すと、今度はぬり絵が落ちてきます。いったいだれが、な

ぜこんなものを落とすのか。二人のなぞときがはじまります。 

 

 『ぼくと戦争の物語』 
漆原智良／作 山中桃子／絵 フレーベル館 2014 

心平は東京の浅草でうまれました。昭和 19 年、四年生の夏、戦

争がはげしくなって福島のおばあちゃんの家にそかいすること

になりました。家族や友達とはなれ、心平は心細い毎日をおくっ

ていました。そんななか、東京
とうきょう

大空襲
だいくうしゅう

がおこります。 

『夏休みに、翡翠
ひ す い

をさがした』 
 岡田依世子／作 岡本順／絵 アリス館 2014 

両親
りょうしん

や友だちへのふくざつな思いをかかえる玉江
た ま え

は、いとこの哲

平と同級生の信彦とともに、この地でとれる翡翠をさがすぼうけ

んに出かけます。手がかりは、翡翠さがし名人だった玉江のおじ

いさんがのこした古い書物。さて翡翠はみつかるのでしょうか。 

 

『戦場
せんじょう

のオレンジ』 
エリザベス・レアード／作 石谷尚子／訳 評論社 2014 

ベイルートは、内戦
ないせん

でめちゃめちゃになり、母さんは、家に落ち

た爆弾
ばくだん

で行方
ゆ く え

不明
ふ め い

になってしまった。悲しみと恐怖
きょうふ

のなかでそれ

でも懸命
けんめい

に生きているアイーシャ。戦争のために犠牲
ぎ せ い

になるのは

いつもこどもたちです。今でも世界のどこかでこのようなこども

たちがいることを考えて読んでみてはどうでしょうか。 


